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１ 
は
じ
め
に

　
本
日
、
第
１
３
１
回
う
る
ま
市
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

２
０
１
９
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
と
す

る
各
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
ま
し
て
、

私
の
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信
と
主
要

事
業
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、

天
皇
陛
下
の
皇
位
継
承
に
よ
り
、
５
月

１
日
に
元
号
が
改
元
さ
れ
ま
す
。

　
「
平
成
」
と
い
う
元
号
は
、「
国
の
内
外

に
も
天
地
に
も
平
和
が
達
成
さ
れ
る
」
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、「
平
成
」

と
い
う
時
代
は
、
我
が
国
に
お
い
て
、
そ

の
名
の
と
お
り
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
時

代
で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
昭
和
か
ら
続
い
た
日
本
経
済

の
安
定
成
長
が
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

に
よ
っ
て
終
焉
を
迎
え
、
戦
後
最
長
の

不
況
期
に
突
入
す
る
な
ど
、
「
失
わ
れ

た
20

年
」
と
呼
ば
れ
る
困
難
な
時
代
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
新
興
国
の
台
頭
に
よ
り
、
世

界
経
済
に
お
け
る
我
が
国
の
存
在
感
が

大
き
く
後
退
し
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日

本
大
震
災
な
ど
、
未
曾
有
の
大
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
　

　
特
に
東
日
本
大
震
災
は
、
広
範
囲
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
一
瞬
に
し
て

非
常
に
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た

戦
後
最
悪
の
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
、
自
助
と
共
助
、

公
助
の
役
割
や
防
災
対
策
と
あ
わ
せ
て

「
減
災
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
、
認

識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
社
会
情
勢
に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢

化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
大
や
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
の
社
会
問
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
は

じ
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
進
歩
や
雇
用
形

態
の
多
様
化
、
個
人
の
価
値
観
の
多
様

化
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
、

社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し
、
若
者
や

高
齢
者
な
ど
の
社
会
的
な
孤
立
、
格
差

社
会
に
よ
る
子
ど
も
の
貧
困
と
い
っ
た

新
た
な
課
題
が
表
面
化
し
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
と
し

ま
し
て
は
、
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行

に
よ
り
、
地
方
自
治
体
が
自
ら
の
判
断

と
責
任
に
よ
っ
て
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
行
政
運
営
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
地
方
自

治
体
の
実
力
が
試
さ
れ
る
時
代
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
の
本
旨
に
応
え
る
た
め

に
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
行
財
政
基

盤
の
確
立
を
目
的
と
し
た
「
平
成
の
大

合
併
」
に
よ
り
、
平
成
17

年
４
月
１
日

に
「
う
る
ま
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
平
成
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
時
代
の

幕
が
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
新

し
い
時
代
に
向
け
て
、
市
民
皆
さ
ま
の

信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
そ
の
決

意
を
新
た
に
し
、
市
政
運
営
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

2019年度

施政方針
　平成 31 年 2 月に行われたうる

ま市議会定例会において、施政方

針が発表されました。うるま市の

今後の取組みをお伝えします。

市民が夢と希望を持てる

魅力ある“まち”
の実現に向けて ――

市民が夢と希望を持てる

魅力ある“まち”
の実現に向けて ――

うるま市長

島 袋 俊 夫
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２
市
政
運
営
に
対
す
る

　
　
基
本
姿
勢

　
私
は
、
合
併
後
の
市
民
の
一
体
感
の

醸
成
と
自
立
に
向
け
た
都
市
基
盤
の
構

築
を
図
る
た
め
、
平
成
21

年
５
月
の
市

長
就
任
以
降
「
う
る
ま
市
は
ひ
と
つ
・

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
３
つ
の
基
本
政
策
を
中

心
に
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

⑴
「
教
育
・
子
育
て
支
援
の
拡
大
」

　
教
育
・
子
育
て
支
援
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
保
育

施
設
や
小
規
模
保
育
事
業
所
の
新
た
な

整
備
等
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
子
育
て

支
援
制
度
の
改
正
の
あ
っ
た
平
成
27

年

４
月
か
ら
１
，
５
８
５
名
の
定
員
確
保

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
石
川
中
学
校
内
に
「
小
規
模

保
育
事
業
所
」
を
２
ヶ
所
開
所
し
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
県
内
で
は
初

と
な
り
、
待
機
児
童
の
解
消
の
ほ
か
、

公
共
施
設
の
有
効
活
用
や
中
学
生
の
情

操
教
育
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
保
育
士
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の

制
度
を
活
用
し
た
家
賃
補
助
事
業
の
ほ

か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
沖
縄
と
連
携
し
た
合

同
求
人
説
明
会
の
開
催
や
う
る
ま
市
と

し
て
独
自
の
補
助
事
業
も
実
施
し
、
安
定

的
な
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
を

整
え
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
学
校
施
設

の
改
築
等
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
平
成
30

年
度
か
ら
、
勝
連
小
学
校
の
屋

外
環
境
整
備
を
進
め
て
お
り
、
本
年
５
月

頃
の
完
了
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
赤
道
小
学
校
及
び
宮
森
小
学

校
の
校
舎
増
改
築
事
業
並
び
に
城
前
小

学
校
の
基
本
設
計
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
放
課
後
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
学

童
ク
ラ
ブ
を
開
所
し
た
ほ
か
、
赤
道
小

学
校
及
び
宮
森
小
学
校
の
校
舎
増
改
築

事
業
に
あ
わ
せ
て
、
学
校
併
設
型
の
公

設
学
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

に
つ
い
て
は
、
認
可
外
保
育
園
の
保
育
料

助
成
や
就
学
援
助
制
度
に
お
け
る
小
学

校
１
年
生
、
中
学
校
１
年
生
の
新
入
学
用

品
準
備
金
の
前
倒
し
支
給
、
こ
ど
も
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
ま

で
拡
大
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
10

月
か
ら
は
、
未
就
学
児

の
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
係
る
医
療
費

が
窓
口
無
料
化
と
な
る
現
物
給
付
制
度

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
保
育
園
の
主
食
費
及
び
幼
稚

園
の
給
食
費
の
一
部
助
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

⑵
「
地
元
企
業
育
成
と
誘
致
」

　
地
元
企
業
育
成
と
誘
致
に
つ
い
て

は
、
公
共
事
業
の
優
先
発
注
及
び
受
注

機
会
の
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
商

工
会
と
連
携
し
、
新
規
創
業
者
の
支
援

や
商
品
開
発
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
中
城
湾
港

新
港
地
区
の
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積

地
域
を
中
心
に
２
３
０
社
以
上
が
立
地

し
、
雇
用
者
総
数
も
６
，
１
０
０
人
を

超
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
中
城
湾

港
新
港
地
区
の
東
埠
頭
の
整
備
な
ど

で
、
港
湾
及
び
物
流
の
機
能
強
化
が
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
地
区
内
で
は
、
県
内
最
大

級
の
物
流
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
す
る
な

ど
、
関
連
企
業
の
立
地
も
進
ん
で
お
り
、

本
市
へ
の
さ
ら
な
る
経
済
波
及
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
「
経
済
の
活
性
化
と
失
業
率
の
改
善
」

　
経
済
の
活
性
化
と
失
業
率
の
改
善
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
商
工
業
や
観

光
、
農
業
、
水
産
業
な
ど
、
各
分
野
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
経
済
振
興
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
農
水
産
業
振
興
戦
略
拠
点

施
設
「
う
る
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
農
水
産
業
従

事
者
の
所
得
向
上
や
販
路
拡
大
、
６
次
産

業
化
の
推
進
等
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
食
」
を
通
じ
た
本
市
の
成
長
エ
ン
ジ
ン

と
な
る
よ
う
、
地
元
農
水
産
物
の
消
費
拡

大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ら
な
る
産
業
基
盤
の
形
成

を
図
る
た
め
、
企
業
立
地
の
今
後
の
可

能
性
を
含
め
た
市
内
の
産
業
基
盤
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
基
本
計
画
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
中
城
湾
港
新
港
地
区
の

東
埠
頭
に
お
い
て
、
新
た
な
物
流
モ
デ

ル
を
構
築
し
、
立
地
企
業
の
物
流
効
率


